































                                                   
1 「羅生門」『帝国文学』大正 4 年 11 月 
2 神田由美子「芥川龍之介と小泉八雲」『芥川龍之介研究年誌』平成 19 年 3 月 































                                                   
4 大高知児「芥川龍之介初期作品の世界――「煙草と悪魔」を中心とした覚え書」『中央大学国
文』昭和 57 年 3 月 
5 嶌田明子「「煙草と悪魔」論」『芥川龍之介研究年誌』平成 22 年 9 月 
6 “The Story of Kwashin Koji”, A Japanese Miscellany, Little, Brown, 1901 
7 たとえば 1708 年以降成立とされる「南蛮寺興廃記」の異本の一つに、別の切支丹関係のエ
ピソードについての割注で「これより前に果心居士という者が、松永弾正の望みによって幽霊
を出した事がある。この果心も伴天連の門徒であろう」とあることが、海老沢有道訳『南蛮寺

























これに続く形で、最初期に大きな役割を果たし続けたのは、ハーンが「the one Japanese 
student in ten thousand13」（一万人中一人の日本の学生）と賞賛したことで有名な教え子、上
田敏であった。特に、彼が訳したヹルハアレン「仏蘭西の哀観詩人14」におけるボードレール
                                                   
8 小谷瑛輔「注釈」『侏儒の言葉』文藝春秋、平成 26 年 7 月、小谷瑛輔「蝶になりたい小泉八
雲」『ヘルン研究』平成 28 年 03 月 
9 芥川龍之介「侏儒の言葉」『文藝春秋』大正 12 年 11 月 
10 芥川龍之介『羅生門』阿蘭陀書房、大正 6 年 5 月 
11 『煙草と悪魔』（新潮社、大正 6 年 11 月） 
12 矢野峰人「日本におけるボードレール」『日本比較文学会会報』昭和 21 年 10 月～昭和 50
年 1 月 
13 上田敏「WILLIAM COLLINS」へのハーンの添削『定本上田敏全集』第 8 巻、教育出版セ
ンター、昭和 60 年 3 月 












年 4 月 Daily Chronicle と、1897 年 11 月アーサー・シモンズが主宰する文芸誌 The Savoy
にヴェルハーレン論を発表し、のちに 1915 年、ヴェルハーレンの劇作品「僧院」を The 
Cloister と題して英訳するなど、1894 年以来ヴェルハーレンと親交があり、また、当時、東

















                                                   
15 上田敏『最近海外文学続編』交友館、明治 35 年 3 月 
16 上田敏『海潮音』本郷書院、明治 38 年 10 月  
17 大場恒明「日本におけるエミール・ヴェルハーレン受容史のための基礎的作業序説」『国際





























                                                   
18 木下杢太郎「暮れゆく島」『屋上庭園』明治 43 年 2 月 
19 太田正雄（木下杢太郎）「明治末年の南蛮文学」『解釈と鑑賞』昭和 17 年 5 月 
20 重松泰雄「「邪宗門」の南蛮詩と杢太郎」『語文研究』昭和 31 年 10 月 
21 白秋が上田敏経由でボードレールの影響を受けていた点については、島田謹二「上田敏の『海
潮音』――文学史的研究」『臺北帝國大學文政學部文學科研究年報』昭和 9 年、木俣修「北原
白秋と外国文学」『学苑』昭和 31 年 3 月、河村政敏「北原白秋私見――ノヴァーリスの影響を
めぐって」『成城文藝』昭和 35 年 12 月などを参照のこと 
22 畠山達「日本のボードレール受容」『桜文論叢』平成 24 年 9 月 























じているが、その「生命の文学」がやはりボードレール講義であった。大正 7 年 1 月発行の講
義録28で「此書は私が一昨年「文学の本質」を発表した後、最近に東京帝国大学文科大学で文
学概論として講じたものに基いたものであります」とあるが、畠山達29によれば、その講義期




                                                   
24 夏目漱石「序」『文学論』大倉書店、明治 40 年 5 月 
25 この経緯は伊藤整『日本文壇史 7 硯友社の時代終わる』講談社、昭和 39 年などでも触れら
れている 
26 松浦一「大学教授時代」『新小説』臨時増刊「文豪夏目漱石」大正 6 年 1 月 
27 講義録は松浦一『文学の本質』大日本図書、大正 4 年 11 月 
28 講義録は松浦一『生命の文学』東京宝文館、大正 7 年 1 月 


































                                                   
30 芥川龍之介「文芸雑談」『文芸春秋』昭和 2 年 1 月 






























                                                   
32 芥川龍之介、原善一朗宛書簡、大正 3 年 11 月 14 日 
33 庄司達也・野呂芳信「芥川龍之介の聴講ノート「欧州最近文芸史 大塚教授 vol.1」翻刻」『東
京成徳大学研究紀要』平成 17 年 3 月、「芥川龍之介の聴講ノート「欧州最近文芸史 大塚教授 
vol.1」翻刻（承前）」『東京成徳大学研究紀要』平成 18 年 3 月 
34 林健太郎編『回想・東京大学 100 年』ビデオ出版、昭和 44 年 7 月 



































                                                   
36 高橋博史「芥川龍之介「煙草と悪魔」――初期芥川龍之介論のためのノート（１）」『学習院






























                                                   
37 芥川龍之介、井川恭宛書簡、大正 3 年 1 月 21 日 
38 久保忠夫「芥川の「煙草」の材源についてほか」『東北学院大学論集 一般教育』昭和 63 年
09 月 
39 高木敏雄『比較神話学』博文館、明治 37 年 10 月 
40 芥川龍之介「黒衣聖母」『文章倶楽部』大正 9 年 5 月 
41 この点については日本比較文学会 第 52 回関西大会（平成 28 年 11 月 12 日）において「芥
川龍之介「黒衣聖母」に見られるボードレール受容」として発表した。近日中に活字にするこ
とを予定している。 
